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い
わ
ゆ
る
石
破
シ
ョ
ッ
ク
と
応
能
負
担
の
原
則
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一 
二
〇
二
四
年
九
月
二
十
七
日
の
自
民
党
総
裁
選
挙
の
決
選
投
票
で
、
石
破
茂
総
裁
が
選
出
さ
れ
た
際
に
、
金
融
市
場
は
大

き
く
反
応
し
た
。
直
前
に
は
一
ド
ル
百
四
十
六
円
台
で
推
移
し
て
い
た
ド
ル
円
レ
ー
ト
は
、
一
気
に
一
ド
ル
百
四
十
三
円
台

ま
で
急
速
に
円
高
が
進
み
、
日
経
平
均
先
物
株
価
指
数
も
二
千
円
近
く
の
大
幅
下
落
と
な
っ
た
。
海
外
市
場
に
入
っ
て
か
ら

も
円
高
・
株
安
の
流
れ
は
緩
や
か
に
続
き
、
米
国
市
場
で
は
ド
ル
円
レ
ー
ト
は
百
四
十
二
円
程
度
ま
で
円
高
が
進
み
、
日
経

平
均
先
物
株
価
指
数
の
下
落
幅
は
二
千
五
百
円
程
度
に
ま
で
拡
大
し
た
。
金
融
市
場
で
は
、
こ
の
市
場
の
動
き
が
「
石
破
シ

ョ
ッ
ク
」
と
表
現
さ
れ
た
。
ま
ず
こ
う
し
た
状
況
を
石
破
茂
新
内
閣
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
所
見
を
伺
い
た
い
。 

二 

こ
の
石
破
シ
ョ
ッ
ク
は
、
石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
が
総
裁
選
で
、
負
担
能
力
の
あ
る
人
や
企
業
に
負
担
し
て
も
ら
う
応
能

負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
金
融
所
得
へ
の
課
税
強
化
、
法
人
税
の
増
税
に
意
欲
を
示
し
た
こ
と
や
、
財
政
規
律
を
重
ん
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
景
気
を
冷
え
込
ま
せ
る
緊
縮
財
政
に
な
る
と
の
見
方
も
出
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
追
加
利
上
げ
に
進
む
と

の
憶
測
が
流
れ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
石
破
茂
新
内
閣
は
こ
う
し
た
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
所
見
を
伺
い
た
い
。 

三 

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
は
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
本
年
九
月
二
日
の
テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
、
株
式
の
譲
渡
益
や
配
当
に
係



る
金
融
所
得
課
税
の
強
化
に
つ
い
て
「
実
行
し
た
い
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
が
、
い
つ
頃
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
税
率
の

見
直
し
を
行
う
考
え
で
あ
る
の
か
、
石
破
茂
新
内
閣
の
見
解
を
確
認
し
た
い
。 

四 

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
は
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
同
月
二
十
一
日
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
に
お
い
て
、
「
法
人
税
は
引
き

上
げ
る
余
地
が
あ
る
」
、
「
税
負
担
す
る
能
力
が
あ
る
法
人
は
ま
だ
あ
る
。
も
う
少
し
負
担
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た

と
さ
れ
る
が
、
い
つ
頃
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
税
率
の
見
直
し
を
行
う
考
え
で
あ
る
の
か
、
石
破
茂
新
内
閣
の
見
解
を
確

認
し
た
い
。 

五 

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
は
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
同
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
に
お
い
て
、
所
得
税
に
関
し
て
、
負
担
能
力
の

あ
る
個
人
へ
の
所
得
増
税
に
言
及
し
た
と
さ
れ
る
が
、
い
つ
頃
、
誰
を
対
象
に
、
ど
の
程
度
の
税
率
の
見
直
し
を
行
う
考
え

で
あ
る
の
か
、
石
破
茂
新
内
閣
の
見
解
を
確
認
し
た
い
。 

六 

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
は
、
総
裁
就
任
後
に
日
本
銀
行
が
政
策
金
利
を
早
期
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
慎
重
な
考
え
を
示
し

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
年
内
に
追
加
利
上
げ
が
行
わ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
石
破
茂

新
内
閣
の
見
解
を
確
認
し
た
い
。 

七 

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
は
、
物
価
高
対
策
と
し
て
財
政
出
動
の
必
要
性
も
強
調
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な



施
策
を
講
じ
る
想
定
で
あ
る
の
か
、
石
破
茂
新
内
閣
の
具
体
策
を
示
さ
れ
た
い
。 

八 
法
人
税
、
所
得
税
、
金
融
所
得
課
税
、
日
本
銀
行
の
政
策
金
利
、
財
政
出
動
に
関
す
る
議
論
は
、
経
済
や
国
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
速
や
か
に
議
論
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
党

利
党
略
で
衆
議
院
の
解
散
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
の
生
活
を
第
一
に
考
え
、
今
国
会
で
し
っ
か
り
と
議
論
を
行
い
、

結
論
を
出
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
石
破
茂
新
内
閣
の
見
解
を
確
認
し
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


